
 名寄市総合計画（第２次）基本構想・前期基本計画の概要について 

 

 

１．総合計画とは 

総合計画とは、市民主体のまちづくりの実現を目的として、本市が目指すべき新たなまちの将来像や目標を定め、その実現

に向けて、市民と市が連携し、力を合わせながら、まちづくりを進めていくための行動指針となるものです。平成 22 年４月に施

行された「名寄市自治基本条例」において、市政運営における最上位計画として策定を義務付けており、平成 30年度をもって

名寄市総合計画（第２次）前期計画期間が終了することから、名寄市総合計画（第２次）中期計画を策定します。 

 

 

２．計画の構成と期間                                         図１：計画の構成 

名寄市総合計画（第２次）は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成し（図１）、計画の期間は 

平成 29年度から 38年度までの 10年間となっています。「基本構想」は長期的な視点が必要で、 

基本的な方針となることから 10年間、「基本計画」は市長任期と連動し、前期基本計画は２年間、 

中期・後期基本計画は４年間、「実施計画」は基本計画期間と同様とし、毎年度ローリングを実施し、 

必要に応じた見直しを行うものとしています。 

 

※ローリング : 様々な情勢の変化に対応するため、確認・点検・見直しの作業を行うこと。                                                            

 

 

３．基本構想                                                    

  「人づくり」「暮らしづくり」「元気づくり」の３つを基本理念とし、基本理念を踏まえて、将来像を「自然の恵みと財産を活かし 

みんなでつくり育む 未来を拓く北の都市
ま ち

・名寄」と定めるとともに、将来像の実現に向けて、特に大切にしたいまちづくりの基本

となる考え方を示し、施策の柱となる「市民と行政との協働によるまちづくり」「市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづく

り」「自然と調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくり」「地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくり」「生き

る力と豊かな文化を育むまちづくり」の５つを基本目標に設定されています。 

  また、平成 27 年 10 月に策定した「名寄市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」で示した人口の将来展望を計画策定の基礎

数字とするとともに、今後の財政について、平成 28 年度から普通交付税の合併算定替えの優遇措置の段階的な縮減が始ま

ることから、適切な事業の選択と基金や公債費の管理のもとに弾力性のある持続可能な財政運営を目指しています。 

  将来像とまちづくりの５つの基本目標（施策の柱）と施策の体系は、次ページ（図２）のとおりです。 

 

 

４．基本計画 

それぞれの基本目標、主要施策を構成する基本事業ごとの現状と課題や基本的な方向性、それを踏まえた実現の方策に

加え、名寄市総合計画（第２次）から重点プロジェクトを定めています。 

  重点プロジェクトとは、基本計画の期間内における主要な取組、かつ複数の基本目標（施策の柱）に渡り、施策間連携を図る

ことで、一層効果が発揮される取組を表すものであり、限られた経営資源を計画的、効果的・効率的に活用し、基本構想に掲

げた将来像の実現を目指していくものです。 

 また、重点プロジェクトの選定においては、３つの基本理念や直面する地域課題と地域の優位性等を踏まえて策定した「名寄

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」との整合性を重視して、戦略的かつ重点的な取組として選定しました。 

 

≪重点プロジェクト≫ 

① 地域経済の好循環を図り、まちに元気を生み出すため、新たな産業の創出や地域ブランドの確立を促進し、雇用の場・

人材の確保などに努めるとともに、交流人口の拡大に向け、移住・交流の推進に取り組む「経済元気化プロジェクト」  

② 安心して子どもを産み育てることができる環境を充実させるために、子育てと仕事の両立支援や子育て家庭への支援な

どを行ない、少子化対策・人口減少対策の強化に取り組む「安心子育てプロジェクト」 

③ 本市の自然環境・施設環境の強みを活かして、冬季スポーツの拠点化を目指すために、冬季スポーツ合宿・大会誘致

と併せて、ジュニア世代の育成強化を推進するとともに、冬季スポーツを通して故郷への誇りと愛着を持てる人材の育成

に取り組む「冬季スポーツ拠点化プロジェクト」 

なお、重点プロジェクトと基本構想及び基本計画との関係は次ページ（図３）のとおりです。 

 

【基本構想】 

【基本計画】 

【実施計画】 

資料 ３－１ 



図２：将来像とまちづくりの５つの基本目標（施策の柱）と施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：重点プロジェクトと基本構想及び基本計画との関係 

　

　基本理念 　「人づくり」　「暮らしづくり」　「元気づくり」 基
本
構
想

　将来像 自然の恵みと財産を活かし　みんなでつくり育む　未来を拓く北の都市・名寄

　　　　　　　大切にしたいまちづくりの基本となる考え方（４項目）
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重点プロジェクトの視点

◎　重点プロジェクトは、基本計画に位置付けます。

◎　重点プロジェクトは、「ひとづくり」・「暮らしづくり」・
     「元気づくり」の３つのまちづくりの基本理念、目指
     すべき将来像の実現に向けて、基本計画に位置
     付けて、複数の基本目標に渡り、施策間連携する
     ことで、一層効果が発揮される取組です。

◎　重点プロジェクトの選定の視点は、３つの理念や、
　　 直面する地域課題と地域の優位性等を踏まえて
　　 策定した「名寄市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
　　 との整合性を重視して、戦略的かつ重点的な取組
　　 として選定しました。
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　①　経済元気化プロジェクト ● ● ●

　②　安心子育てプロジェクト　 ● ● ●

　③　冬季スポーツ拠点化プロジェクト ● ● ●

主要施策 施策の柱 

 

 

 

 

将来像 

基本目標 Ⅰ    （市民参画・健全財政） 

市民と行政との協働によるまちづくり 

基本目標 Ⅱ   （保健・医療・福祉） 

市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり 

基本目標 Ⅲ  （生活環境・都市基盤） 

自然と調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくり 

基本目標 Ⅳ      （産業振興） 

地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくり

  

基本目標 Ⅴ （教育・文化・スポーツ） 

生きる力と豊かな文化を育むまちづくり

   

１． 市民主体のまちづくりの推進 

２． 人権尊重と男女共同参画社会の形成 

３． 情報化の推進 

４． 交流活動の推進 

５． 広域行政の推進 

６． 健全な財政運営 

７． 効率的な行政運営 

１． 健康の保持増進 

２． 地域医療の充実 

３． 子育て支援の推進 

４． 地域福祉の推進 

５． 高齢者施策の推進 

６． 障がい者福祉の推進 

７． 国民健康保険 

１． 環境との共生 

２． 循環型社会の形成  

３． 消防 

４． 防災対策の充実 

５． 交通安全 

６． 生活安全 

７． 消費生活の安定 

８． 住宅の整備 

９． 都市環境の整備 

10．上水道の整備 

11．下水道・個別排水の整備 

12．道路の整備 

13．地域公共交通 

１． 幼児教育の充実 

２． 小中学校教育の充実 

３． 高等学校教育の充実 

４． 大学教育の充実 

５． 生涯学習社会の形成 

６． 家庭教育の推進 

７． 生涯スポーツの振興 

８． 青少年の健全育成  

９． 地域文化の継承と創造  

１． 農業・農村の振興 

２． 森林保全と林業の振興 

３． 商業の振興 

４． 工業の振興 

５． 雇用の安定 

６． 観光の振興 
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